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研究課題：簡易耕・初冬季播種による傾斜地等条件不良草地の植生改善技術 

（予算課題名：簡易耕と初冬期播種を組み合わせた傾斜･石れき草地の植生改善技術の確立） 

担当部署：道立畜試 環境草地部 草地飼料科、北海道農業開発公社 

協力分担：なし 

予算区分：民間共同研究 

研究機関：2005－2007年度（平成17－19年度） 

１．目的 

傾斜地等の条件不良草地の生産性回復を進めるため、簡易草地更新法と牧草の初冬季

播種法を組み合わせて種子流亡や表土流亡等のリスクを克服しつつ更新可能期間の拡

大と所用時間の短縮及び低コスト化を図る植生改善技術を開発する。 

２．方法 

1)牧草の低温出芽性の解明と地域別の初冬季播種適期の設定 

2)簡易更新工法による傾斜石れき草地の植生改善効果 

3)初冬季播種牧草の定着安定化技術の確立 

4)簡易更新･初冬季播種による植生改善効果の現地実証 

5)簡易更新の施工所要時間および経費試算 

３．成果の概要 

1)平年的な漸低下温度条件下では、チモシーは日平均気温 6℃以下で播種すると越冬前出芽を回避

出来（図1）、一時的昇温については、日平均気温7℃で3日間続くと越冬前に半数程度の種子が出芽

する危険がある。 

2)十勝管内各地のアメダス気温データによると初冬季の日平均気温は約 4 日で 1℃ずつ低下し、一

時的な気温上昇の出現の終息時期には地域毎に一定の傾向がみられることから、前記1)の低温出芽性

を基に、越冬前出芽を回避して安定的に早春の出芽･定着が見込まれる｢初冬季播種適期｣を町村毎に設

定した(表1)。この事は、播種期間の2～4週間の拡大を意味する。 

3)作溝法および穿孔法による初冬季播種は傾斜草地の植生改善に有効である。表土の流亡は発

生しなかった。穿孔法による初冬季播種は石れき草地の植生改善にも有効であった。 

4)pH改善の観点から見た場合の簡易更新の対象草地は、pH5.5以上とするべきである。傾斜地のた

め簡易更新が最優先の条件の場合は、防散石灰と粗砕石灰を混用し穿孔法によって出来るだけ石灰の

土壌混和を図ることでpH5.5以下の草地への適用が可能と思われた。 

5)簡易更新・初冬季播種における基肥窒素施用は、施用時期は早春、施用量は4～6kgが望ましい。 

6)簡易更新・初冬季播種による現地実証試験では、１番草で概ね75％以上のチモシー率が得られた

(表2)。表土や種子の流亡は起きなかった。 

7)試算によるヘクタールあたりの施工時間は、完全更新の 12.39 時間に対して簡易更新では 4.27

時間（34.5％）～6.85時間（55.3％）であった。また総工事費は、完全更新の426,419円に対して308,065

円（72.2％）～346,014円（81.1％）であった(表3)。なお、工法に関係なく必要な資材費等を除いた

機械費分で比較すると、完全更新（112,149円）に比べて簡易更新は38.9％～60.1％であった。 

8)以上の知見をもとに、傾斜地等の条件不良草地に対する各種工法の適用場面と効果を整理した

(表4)。 

４．成果の活用面と留意点 
1)施工予定草地の事前調査(植生診断、土壌診断)を行う。 

2)播種量は、地域の完全更新時の標準的な播種量と同程度とする。 

3)雑草の発生が多くチモシーの生育が抑制される恐れがある場合は、適宜の掃除刈りを行う。 

4)マメ科草の初冬季播種は困難と言われており追播が望ましい。 

5)本成績は、傾斜地で行った試験成績であるが、平地での草地更新にも活用出来る。 

５．残された問題 
1)初冬季播種出芽当年の草地管理法（草地条件別施肥法、秋の雑草「エゾノギシギシ」対策） 

2)ルートマットの厚さと簡易更新工法別出芽･定着率。3)初冬季播種によるマメ科牧草混生率向上

方法の確立。4)簡易更新草地の理化学性推移と植生維持年限の解明。 



表1  初冬季播種適期 

    図 1  初冬季の漸低下温度条件処理に伴う主 

要イネ科牧草の出芽性 

 

 

表 2  現地実証試験における植生改善効果                   表 4  簡易耕・初冬季播種による草 

 (2006年初冬季播種施工、2007年出芽当年1番草)              地の植生改善の適用場面と効果 

()内は､順に斜度、pH、前植性の優占草種、播種施工月/日を示す。 

工法：GH=穿孔法、OS=作溝法(狭条)、SM=作溝法(通常)。供試面積は各工法とも約30a。 

作業体系：除草剤散布(秋)→石灰散布･播種床処理･播種(初冬季)→施肥(早春)。 

圃場出芽率: 100×出芽数/(実播種量:g/㎡×粒/g)により算出。 

 

表 3  施工時間および施工経費(ha当たり)試算 

経費区分 項目 完全耕起法 作溝法(狭条) 作溝法(通常) 穿孔法 

除草剤散布 0.70 0.70 0.70 0.70 

耕起･砕土 6.97 － － － 

石灰散布 1.50 1.00 1.00 1.00 

播種 1.00 0.97 1.21 3.24 

施肥･鎮圧等 2.22 1.60 1.60 1.91 

施工時間 

(hr) 

計(比) 12.39(100) 4.27(34.5) 4.51(36.4) 6.85(55.3) 

総工事費(円；(比)) 426,419(100) 325,649(76.4) 328,980(77.1) 346,014(81.1) 

(内、機械施工費；円) (112,149) (43,672) (45,759) (67,450) 

試算根拠：北海道農業開発公社における平成19年度単価基準による｡ 

市町村 

(ｱﾒﾀﾞｽの 

標高；ｍ) 

日低下 

温度 1) 

 (℃) 

開始可 

能時期 

(月/日) 

播種適 

期 2) 

新得(178) 0.25 11/2 11/上･後 

上士幌(295) 0.26 10/30 11/上･後 

大樹(87) 0.28 11/1 11/中･前 

陸別(207) 0.30 10/26 11/上･前 

滝川(50) 0.27 11/1 11/上･後 

中標津(50) 0.26 11/2 11/中･前 

浜頓別(13) 0.27 11/1 11/上･後 

1)10/21～12/10 の期間限定｡  2)播種適期の始まり

(前：旬前半、後：旬後半) 

簡易更新工法 工法 
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穿
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法 

撹拌

耕起
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傾斜 ○ ○ △ 地形 

平坦 ○ ○ ○ 

多 ○ × △ 石れき 

少 ○ ○ ○ 

以下 △ × △ pH 

5.5 以上 ○ ○ ○ 

○：効果高い、△：やや効果ある 

×：効果低いか施工困難･障害あり等 

※：事前調査の診断基準は｢簡易更新マ

ニュアル｣参照 

試験場所 

(試験条件) 

工

法 

出芽数

(本/

㎡) 

圃場出

芽率

(%) 

乾物収量

(kg/10a)

TY率

(%) 

GH 850 23 269 79 上士幌(10～13°､

5.31 ､ KBG ･ RT 、

10/30) 

OS 1543 23 279 86 

GH 1275 27 337 69 

OS 1310 28 350 83 

新得(4～9°、4.87、

OG･RT･ｻｻ、11/13) 

SM 1820 31 328 88 

GH 1200 26 300 75 

OS 1687 32 317 90 

清水(4～8°、6.76、

OG･RCG、11/14) 

SM 1069 19 261 71 

GH 1300 29 272 55 大樹(平坦、4.87、 

OG･RCG･QG、11/15) OS 910 20 151 46 
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